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視点を変えてみたら、との思いで、生きものとのお付き合いの参考にどうぞ。 

 

 ○ぶつぶつぶやき○ ⑮ 
２月下旬、河原の散策路に春が訪れていました。思わず写真を撮っていると、一緒に散策していた人から、その 

水色の花の名前は何ですかと聞かれましたので、「オオイヌノフグリです。」と答えると、その方はちょっと怪訝 

そうな表情をしていました。名前の由来を説明しようかなと思ったのですが、何となく躊躇してしまいました。 

その方はその言葉の意味をご存じだったのではないかなと思いました。子犬のそれは、カワイイと言えばカワイイ 

ですが・・・。それにしても、植物の名前には口に出して言いたくないような随分なものがありますよね。 

ママコノシリヌグイとかヘクソカズラとか。種名を決めるのは大変なことだとは思いますが、もう少し何とか 

してほしかったなあなどと、思ってしまいます。 

セツブンソウとかキツネノボタンとか、けっこう素敵な名前もあるのですが。＜さんじゃく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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★都市公園で自然観察会 ７０★ 
春日公園で、冬の終わりを、ゆっくりと観察します。  

☆日時 ３月１９日 （日） 集合１４時 ～ 解散１６時

☆場所 春日公園・自然かんさつ館 〔旧公園管理センター〕

会員２００円、一般３００円です。協力をお願いします。

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕 

 Email kurabird-.tamura@nifty.com 

 

自自然然感感  
２６０ 



日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本野鳥の会 筑後支部  主催     福岡植物友の会 主催 

                                                                          

 

 

 

                      

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                         

 

 

久留米の自然を守る会  主催 

                                                                        

  

                         

                                                                                   

和白干潟を守る会  主催  
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４／９（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

４／８（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

４／４（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作）

３／２６（日）４／２３（日） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

３／１９（日）４／１６（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

４／２（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

４／１（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場 

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092-920-3072（松永紀代子） 

参加費：200 円（大人のみ） 

 

ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

観察会や様々な生きもの情報を載せています 

３／２６（日）  

膿施山公園内すいせん橋 

時 間：9:00～ 

集 合：公園内体育館西側広場 

090-7446-9047（野田達行） 

第４３３回例会 ３／２６（日） 

筑後川･春の野草を愉しむ会 

           雨天中止 

時 間：9：00～14:30 

集 合：久留米ふれあい農業公園 

参加費：400 円 

定 員：50 名 

持ち物：はし、皿、カップ、水筒 

    帽子、筆記用具 

問合せ：090-1346-0460（橋田沙弓）

 

３／２５（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

３／２５（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子）

例会案内は、下記へ。 

３／１９（日）能古島 

問合せ：092-662-2983（佃 昇） 
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今回は、２月１日（旧暦１月５日）～２月２８日

（旧暦２月３日）までのデジカメ日誌です。 

くすのき ２０１７年３月号投稿原稿-本のむし 

Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

２月２日（旧暦１月６日）  福岡市西区瑞梅寺川河口 

冬鳥としてこの辺りでは稀にやって来る、ヒシクイとマガ

ン。母の故地の琵琶湖では毎冬、空いっぱいの雁行が観

られた由。そういえば、近江八景に「堅田の落雁」がある。

２月２８日（旧暦２月３日） 福岡市中央区西中洲 

薬院新川沿いの陽だまりの道をあるいていると、ふと誰かに手

招きされたようだった。だいぶ花芽が膨らんできたソメイヨシノ

である。この辺りは、幕末頃はまだ入江で正面に福岡の肥前掘

の取水口が見えていただろう。 

２月１８日（旧暦１月２２日） 筑紫野市常松・宝満川 

釣り糸が嘴に絡まった受難のコブハクチョウです。Ｓ氏か

らの情報で、探しに行くと、すぐに見つかった。時折動くが

静かにしている。その後居なくなったと聞いた。体長１５２

cmの大型鳥である。飼い主に治療されていることを祈る。

２月７日（旧暦１月１１日）  筑紫野市天拝坂 

この写真には「生きもの」が写っています。お分かりになり

ますか。コナラの樹幹をバックに上向きに立っている小枝

状のもの。エダシャクの仲間であろう。クワエダシャクが

「土瓶割り」とよばれるほど小枝に擬態しているのと同じ

だ。しかし、この１０日ほどのち突然居なくなった。冬鳥に

見つかったのか。 

２月２６日（旧暦２月１日） 筑前町東小田・曽根田川 

筑前町にコウノトリ飛来。存在感のある鳥である。兵庫県

豊岡市から放鳥された内の２羽がつがいで居るようであ

る。ここで繁殖できるでしょうか。見守りたいものです。 

２月１９日（旧暦１月２３日） 筑紫野市武蔵天拝公園 

トンボ池でカエルの卵塊３種が観られた。これは、ヒキガ

エルと思われるひも状の卵である。まだ寒いこの時期の

産卵は卵を天敵から守るためか。 



会員の投稿  渋田和美さんからの投稿 

3 月 4 日 18 時すぎ、津屋崎海岸の夕陽。目の前の島は相島。 

宮地嶽神社の光の道が有名になって、忘れられつつある、海の中にできる光の道。 

夕陽は毎日海に沈み、光の道は毎日どこかに出来るのです。 

報告と撮影 : 渋田和美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓越しの自然観察 ⑰ 〜 春の兆し 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダム堰堤麓の梅林は、一月より咲き始めまだ、満開をほこっていますが、庭の白梅はヤッと二月末からボツボツ開き始め 

ました。ダムを見下ろす山々は、冬から春へ、を知らせています。12 月まで黄金色に輝いていたイチョウが谷あいに白じろ 

と其の存在が変わりないことを見せてくれています。自然観察指導員講習会が夜須高原で開催されたとき、周辺の森や山々 

をスケッチすることから始まった記憶があります。針葉樹、広葉樹、落葉広葉樹・・・を樹形で描き分けられるかをテスト 

されたように思います。 

 季節を追って、これからの変化を、お届け出来ればと思っています。（ダムサイト住人 2017/3/7 記） 

自宅の周りで春を散策 

3 月初め、城南区田島を、メモ用紙とデジカメを持って歩きました。少し肌寒い朝でした。 

クヌギやハゼの多い林は、明るく、落葉で覆われた中に明るい緑色の蕗の薹を見かけました。もう茎が少し伸びていました。 

でも早春の風景でした。 

溜池の在る茶山公園では、すぐ近くでジョウビタキ♂に 

出遭いました。地面に降りては採餌、しばらくすると 

近くの枝に飛び移り、その後、再び地面に降りては採餌、 

を繰り返していました。旅立つ前のエネルギーを貯め込む 

姿も春を思わせますね。 

 ほとんど満開の桜（カワズザクラでしょうか）が１本あり、 

メジロは２羽が、盛んに花に嘴を入れていました。蜜を求めて 

いるのでしょう。この時季、蜜を出す花は、ヤブツバキやサザンカ、早咲きのサクラの仲間でしょうか。ソメイヨシノの 

花芽はまだ固そうでした。 
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田島神社の境内に在るオガタマノキ、満開で、落ち始めた花びらも見かけました。 

 その気になって歩けば、いろいろ楽しいですね。  報告と撮影 : 田村 耕作 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市公園で自然観察会 69 回 参加者 3 名     

H29 年 2 月 19 日（日） テーマ：公園の野鳥  報告：田村 

感想  今、２月初めから珍しい旅鳥であるヤツガシラが、春日公園で観察できるかも知れないとの情報があり、野鳥を中心に 

観察しながら、散策しました。 

    ヤツガシラは体長２６㎝、頭に大きな冠羽を持ち、目立ちます。九州北部は、この鳥の分布域の東端に当たり、春に 

越冬地から繁殖地に移動する頃に、時々広い草地のある環境で出会うことがある野鳥です。 

   調整池の草地では、シロハラやツグミが何かしら採餌していました。菖蒲池ではダイサギやカワセミが採餌中でした。 

アオサギは休息中で、全く動きませんでした。 

この日は快晴で風も穏やかで、もう春と思うような天気でした。広い草地はたくさんの人たちが散策したり、遊んで 

いたりして、公園利用者が大変多く、ヤツガシラが草地でゆっくりと採餌する場所が無かったのかも。 

薄い桃色のアセビの花が美しく目立っていた。 

翌日、知人が撮影したヤツガシラの写真を掲載しました。盛んに採餌していたとのことです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

採餌しつつ回りを見るシロハラ     背伸びしていたツグミ    探餌中のカワセミ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探餌中のダイサギ          休息中のアオサギ      何かを見ていたスズメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早春に花を咲かせ始めたアセビ                         ヤツガシラ （2/20 鵲氏撮影） 
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九州環境教育ミーティング イン 九十九島 の大会（3/4 から 3/5）に参加しました。 

きこえるかい 波のささやき 木々のうた  ～ 未来に残そう 島々の森と海 ～ 

7 つの分科会が設定されていました。みんなで７５名がそれぞれの分科会に分かれ、体験と思考、そしてこれからについて 

まとめ、発表した。1、九十九島と人とのかかわり方を長尾半島から考える 2、カブトガニを通した環境地域づくり 3、軍港の 

現在そして過去未来 4、美しい海岸を未来に ～漂着ゴミ対策を考える～ 5、循環型共生社会をめざしていのちをつなぐ 

6、幼児向けプロジエクトワイルドの手法を体験。  

7、ユースがつなげる、ひろがる、高めあう エコ・アクション         

 私は、第 1 分科会で、九十九島の自然を体験した。島々の間を船で 

１時間ほど見て周り、その後、長尾半島公園を散策した。課題は、 

九十九島の自然と人の関わりという視点で、見て感じたことから、 

将来如何あるべきか、ということでした。報告は後日発行予定。 

 船からミサゴが繁殖中の巣が見えたこと、公園を歩き、 

タイミンタチバナやアオモジの花が咲き始めていたのが 

印象に残り、椿の花に顔をうずめているメジロも 

可愛かったですよ。報告：田村耕作 

 

   他団体の会報の紹介 

・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第１９０号 １７．3．１ 

「鳥信で募集する野鳥たち」ウグイスの生態やカモ調査報告などを掲載 

・福岡植物友の会 会報 平成２９年３月号 第５８巻 

    西南杜の湖畔公園での観察会報告、などを掲載 

・島根県自然観察指導員連絡協議会 おとしぶみ Vol.106 2017．3．05 

    「自然観察指導員の話し方を学ぶ」の報告を掲載 

    参加費・寄付金の報告 2017 年 2/19 の参加費 6００円、 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスは最初のページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのお越しを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成２９年４月１４日（金）午後６時より事務局で行います。2017 年 4 月号の原稿は、2017

年 4／10（月）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

                                                      

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

編集後記 2017 年 2 月の定例発送会は、山本弘子、藤川渡、永松愛子、田村耕作が参加。                     

       早春の生きもの情報、見たり、聞いたりするとわくわくしませんか。 

私のツバメ初認が、瑞梅寺川河口で、2/17（金）の午後でした。ウグイスの 

囀りを聞いたのが、2/23（木）の早朝自宅でした。また、青い花の 

オオイヌノフグリ、タネツケバナの小さな白い花、薄紫のホトケノザ、 

などを見つけると、春を感じ、ついレンズを向けたくなります。 

セイヨウタンポポが 1 年中、花を咲かせている中で、カンサイタンポポの花を 

この時期見かけると、がんばっているなあと思ってしまいます。 

 

 

西南杜の湖畔公園にて  
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